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支部だより  
 北 信 越支部（ h t t p : / / w w w . s e p p y o . o r g / ~ h s e /）  

 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 降 雪 に 関 す る レ ー ダ ー と 数

値 モ デ ル に よ る 研 究 」 の 報 告  
 
日 時 ： 2 0 0 2 年 5 月 1 5 日 （ 水 ），午後 3 時 3 0 分 ～

5 時 4 5 分  
場所：長岡雪氷防災研究所  大 会議室  
主 催 ： 長 岡 技 術 科 学 大 学 ， 長 岡 雪 氷 防 災 研 究 所 ，

雪氷学会北信越支部  
 
１ ．  降 雪 融 雪 期 の 河 川 流 出 モ デ ル に お け る 降 水

モデルの必要性   
  陸  旻 皎  （ 長岡技術科学大学）  
２ ．  降 雪 過 程 に 対 す る 地 形 の 影 響 と 降 雪 分 布 の

形成      
   中 井 専人  （ 長岡雪氷防災研究所）  
３ ．  日 本海沿岸域冬季の降水数値実験の検討         
   熊 倉 俊郎  （ 長岡技術科学大学）  
４ ．  マ ル チ パ ラ メ ー タ レ ー ダ ー シ ス テ ム の 開 発

と利用    
岩波  越  （ 防災科学技術研究所）  

 
長 岡 技 術 科 学 大 学 と 長 岡 雪 氷 防 災 研 究 所 の 両 機

関 が 行 っ て い る 雪 の 研 究 で ， 共 通 す る テ ー マ に つ

い て 話 題 を 持 ち 寄 る ワ ー ク シ ョ ッ プ が 開 催 さ れ た ．

話 題 を 調 整 し た と こ ろ 上 の ４ 題 に な り ， い ず れ も

北 信 越 支 部 共 通 の 話 題 で あ る と い う 認 識 か ら 支 部

学 習 会 と し て 開 催 す る 運 び と な っ た ． 広 報 か ら 実

施 ま で の 時 間 が 短 か っ た に も か か わ ら ず ， 両 機 関

以 外 ， 新 潟 市 や 新 井 市 ， つ く ば 市 か ら 計 2 5 名 参
加者があった．  
は じ め に 陸 か ら ， 本 集 会 の 基 調 と し て ， 河 川 流

出 を 求 め る 上 で 重 要 な 山 岳 域 の 雪 の デ ー タ に つ い

て ， 観 測 点 が 少 な い こ と か ら レ ー ダ ー や 気 象 モ デ

ル に よ る 精 度 の 高 い 推 定 の 必 要 性 が 述 べ ら れ た ．

中 井 は 山 岳 地 形 が 降 雪 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て ， そ

の 物 理 過 程 と モ デ ル と の 関 連 に 関 す る 研 究 成 果 と ，

長 岡 の レ ー ダ ー 観 測 か ら 得 ら れ た 降 積 雪 分 布 の 特

徴 に つ い て 紹 介 し た ． 熊 倉 は メ ソ 気 象 モ デ ル を 用

い た 新 潟 県 域 を 中 心 と し た 降 雪 分 布 の 計 算 結 果 を
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紹 介 し ， モ デ ル 結 果 と 実 際 と の 相 違 ， モ デ ル 研 究

の 今 後 の 課 題 な ど を 報 告 し た ． 岩 波 は 偏 波 の 位 相

差 か ら 得 ら れ る レ ー ダ ー 反 射 因 子 を 用 い る と ， 降

水 に よ る 減 衰 や 地 形 の 影 響 を 受 け に く い 降 水 観 測

が で き る と い う 最 近 の レ ー ダ ー 観 測 手 法 を 用 い た

研 究 を 報 告 し ， 同 時 に レ ー ダ ー の リ ア ル タ イ ム 出

力を携帯端末に表示する実演を行った．  
こ の よ う に 本 集 会 は 短 い 時 間 に か な り 豊 富 な 内

容 と な り ， 議 論 の 時 間 が や や 少 な か っ た が ， 閉 会

後 も 個 々 に 話 し 合 い が 進 み ， こ の 分 野 の 関 心 の 高

さ を う か が わ せ る も の と な っ た ． 参 加 者 は 今 後 も

このような機会を持つことを確認して分かれた．  
（長岡雪氷防災研究所  石 坂雅昭記）  

 

 

北信越支部学習会「 山 岳 地 か ら の 河 川 流 出
モ デ ル 」 の 報 告  
 
 
講 師 ： D r .  V l a d i m i r  K o n o v a l o v （ I n s t i t u t e  o f  

G e o g r a p h y ,  R u s s i a n  A c a d e m y  o f  S c i e n c e s）  
題 名 ： 山 岳 地 か ら の 河 川 流 出 モ デ ル （ R u n o f f  

m o d e l i n g  i n  m o u n t a i n  w a t e r  s h e d s )  
期日：平成 1 4 年 6 月 2 6 日 (水 )  1 0 : 0 0  -  1 1 : 3 0  
会 場 ： 長 岡 技 術 科 学 大 学  環 境 シ ス テ ム 棟 7 階 会

議室  
参加者： 2 2 名  
 
中 国 西 域 か ら ロ シ ア に か け て の 山 岳 部 を 含 む 河

川 流 域 を フ ィ ー ル ド と し た 氷 河 の 観 測 ， 河 川 流 出

の観測とそのモデル化についての講演であった．  
タ リ ム 盆 地 北 西 部 か ら 北 部 に か け て 流 れ る タ リ

ム 川 に つ い て は ， 氷 河 か ら の 融 解 流 出 が 重 要 で あ

る が ， 山 岳 域 で の 広 域 直 接 観 測 は 困 難 で あ る ． そ

こ で ， 融 解 過 程 の モ デ ル 化 を 行 な い ， そ の 手 法 を

用 い た 河 川 流 出 量 の 推 定 を 行 な う な ど の 研 究 成 果

が紹介された．  
（長岡技術科学大学  早 川典生記）  

 



 3

 
ワークショップ風景  

 


